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５５． 登録に関する注意 
 

理 工 学 部 共 通 

２０２５ 年 度 登 録 に 関 す る 注 意 

●登録は、本年度の学習、さらには学生生活にとって大変重要である。思い違いや登録ミス

によって不利益を被ることがあるため、登録にあたっては登録要領、履修要項、開講科目

一覧を熟読のこと。 

 

１．年間登録単位数について 

年間登録制限単位は４４８単位、春学期・秋学期の登録上限は各各３０単位までである。 

 

２．二重登録の禁止 

同一授業時間に重複して登録することはできない。また、複数のクラスがある科目 

は、いずれか１クラスしか登録できない。 

 

３．科目登録について 

  定められた登録期間内に科目登録を行うこと。DUET での科目登録完了後、大学 

から付与しているメールアドレス宛に登録完了のメールが届くので、必ず内容を 

確認し、自身の科目登録が正しく登録できているか確認すること。 

登登録完了メールが不着の場合は、科目登録が完了していないため、注意すること。 

（科目登録期間後に DUET の操作ミスや認識違いによる科目登録の不備の修正、 

変更はできない。） 

 

４．先行登録について 

  科目（クラス）ごとに登録日時、場所、方法が異なります。どの科目が先行登録科目 

であるかは開講科目一覧で、登録日程や会場、方法等については登録要領（本冊子）

および掲示で確認すること。 

なお、クラス決定後の登録変更は認められないので、十分に注意して登録すること。 

 

５．登録科目確認とエラー修正について 

  科目登録期間終了後、４月１５日（火）より DUET にて登録科目確認表がダウン 

ロードできるので、自身の登録科目について、必ず確認すること。 

登録に不備（エラー）があった場合は、各自の責任で必ず所定のエラー修正期間に 

修正手続をすること。期間内に修正せず、エラーを放置した場合には、登録エラー 

に関する科目を大学が全て強強制削除する。 
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５． 登録に関する注意 

４８単位 各３０単位

登録完了メールが不着の場合は、科目登録が完了していない

強制削除

６．履修中止について 

  科目登録を行い、授業開始後１ヶ月程度授業を受講した結果、望ましい評価が得ら 

れないと判断した科目については、各学部・研究科が定める科目を除き、登録科目の 

履修中止を認める（（履修中止期間中に開講学期の科目登録変更、追加は認めない）。 

ただし、履修中止ができない科目もあるため、詳細は掲示または DUET の「事務室

からのメッセージ」を確認すること。 

 

７．教員免許状取得について 

教員免許状取得を希望する者は、「免許・資格関係 履修要項」や「教職課程説 

明会」を参考にし、計画的に履修すること。 

 

８．卒業論文指導の要件について 

ａ）履修要項に記載されている要件および卒業必要単位（最少）数表について、よく 

理解しておくこと。 

ｂ）卒業論文指導要件の単位数には、卒業必要単位数を超えて修得した単位は算入さ 

れない。従って、総修得単位数が所属学科の定める進級必要単位数に達していても

卒業論文の指導を受けられない場合があるので注意すること。 

ｃ）特に卒業必要単位（最少）数表に必要単位数が記載されていない科目区分につい 

ては算入される単位数について注意すること。 

ｄ）以上のことは、卒業要件の単位数についても同様である。 
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電 気 系 学 科 

２０２５ 年 度 登 録 に 関 す る 注 意 
 

●登録は、本年度の学習、さらには学生生活にとって大変重要である。思い違いや登録ミスによって 

不利益を被ることがあるため、登録にあたっては登録要領、履修要項、開講科目一覧を熟読のこと。 

 

○2024 年度生 

修得単位が 30 単位以下の者は、４月３日（木）の登録相談日にＫＤ２０２（14:00～16:00）

で教務主任又は教務副主任に指導を受けてから登録すること。 

○2023 年度生 

 修得単位が 60 単位以下の者は、４月３日（木）の登録相談日にＫＤ２０２（14:00～16:00） 

で教務主任又は教務副主任に指導を受けてから登録すること。再履修科目は原則として低学年 

の科目から履修すること。 

○2022 年度以前生 

a） 卒業論文指導可の者（卒業見込生） 

・卒業および免許取得のため時間割が重なっている場合は、４月３日（木）の登録相談日にＫ

Ｄ２０２（14:00～16:00）に行くこと。 

・特別講義Ｂ（秋学期火曜日３・４講時、講義日程は秋学期開講前に掲示）の未修得者は、で

きるだけ履修すること。 

・卒業論文の登録クラス(クラスコードは開講科目一覧参照)は、後日掲示および大学から付与

されたアドレスに送付される電子メールにて発表される研究室配属調査結果で確認の上、

指定クラスを登録すること。(別途配付の｢卒業研究希望調査｣参照) 

b） 卒業論文指導不可の者 

 ・修得単位が 60 単位以下の者は、上記の登録相談日に教務主任又は教務副主任に指導を受け

たのち登録すること。 

 

 ２．クラス指定される科目について  

a） 電気回路学Ⅰ・Ⅱ、電気磁気学Ⅰ・Ⅱ、コンピュータプログラミングⅠ 

  初めて登録する者：指定クラスは掲示板、DUET を参照すること。 

  再履修生：クラス④を登録すること。 

  ※電気回路学Ⅰ、電気磁気学ⅠおよびコンピュータプログラミングⅠについては、 

春学期にクラス①～③を登録し不合格になった者は、秋学期開始前の一般登録科目変更期間

にクラス④を登録すること。 

また、卒業論文指導（４年進級）要件を満たしている 2022 年度以前生が登録を希望 

する場合は、春学期一般登録期間に理工学部事務室に行くこと。 

b） 2023 年度以降生 

   解析学Ⅰ・Ⅱ、線形代数学、ベクトル幾何、微分方程式、フーリエ解析、複素解析 

   （※微分方程式、フーリエ解析、複素解析は 2 年次配当科目） 

  2022 年度以前生 

   解析学Ⅰ・Ⅱ、ベクトル幾何、微分方程式、フーリエ解析、複素解析 

  初めて登録する者：指定クラスは掲示板、DUET を参照すること。 

  再履修生：クラス指定なし 

c） 以下の科目については、電気工学科はクラス①、電子工学科はクラス②を登録すること。 

  基礎物理学Ⅰ・Ⅱ、基礎物理学Ⅱ演習、電子回路、電気・電子計測Ⅰ、電子デバイスⅠ、ディ

ジタル電子回路、コンピュータプログラミングⅡ 
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 ３．指定外クラスへの移行 

指定外クラスへの移行は原則として認めない。 

例外として必修科目同士が時間割重複した場合および必修科目とＡⅠ－１ａが時間割重複した場

合にのみ認められる。（３年次生以上は免許の必修科目も含む） 

なお、卒業見込みの者については、時間割重複した科目のうち、少なくとも一方が必修科目（電気

主任技術者資格取得に必要な科目を含む）である場合にのみ認められる。（免許の必修科目も含

む） 

振替を希望する者は４月３日（木）の登録相談日にＫＤ２０２（14:00～16:00）にて申し出て、

所定用紙に記入し、許可を得ること。（各自印刷した成績通知書持参のこと） 

 

 ４．卒業論文指導（４年進級）要件について 

  ａ） 履修要項に記載の要件および卒業必要単位(最少)数表についてよく理解しておくこと。 

  ｂ） 卒業必要単位(最少)数表に記載の卒業必要単位数を超えて修得した単位は卒業論文指導要件の

単位数には算入されない。従って、総修得単位数が 102 単位に達していても卒業論文の指導

を受けられない場合があるので注意すること。 

  ｃ） 特に卒業必要単位(最少)数表に必要単位数が記載されていない科目区分については、算入され

る単位数について注意すること。 

  ｄ） 以上のことは、卒業要件の単位数についても同様である。 
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機 械 系 学 科 

２０２５ 年 度 登 録 に 関 す る 注 意 
 

●登録は、本年度の学習、さらには学生生活にとって大変重要である。思い違いや登録ミス

によって不利益を被ることがあるため、登録にあたっては登録要領、履修要項、開講科目

一覧を熟読のこと。 

 

１．クラスの振替は、必修科目（Ａ群Ⅰ類（必修選択科目）を含む）同士が時間割重複した

場合においてのみ認められる。（1 年次生は B 群Ⅰ類・Ⅱ類で特に機械系教務主任が認

めた科目、３年次生は免許の必修科目も含む） 

   なお、卒業見込みの者については、クラス振替は、時間割重複した科目のうち、少なく

とも一方が必修科目（Ａ群Ⅰ類（必修選択科目）を含む）である場合にのみ認められる

（免許の必修科目も含む）。 

   振替を希望する者（2024 年度以前生）は登録相談（4 月 3 日（木）14:00～16:00：

ＫＤ２０３）の際に申し出て、許可を得ること。（（各自印刷した成績通知書持参のこと。） 

 

２．クラス指定 

   開講科目一覧の各学科指定のクラスを登録すること。 

   ただし、各学科に各々２クラスが設置されている場合は、学籍番号が奇数の学生はその

内の奇数クラスを、学籍番号が偶数の学生はその内の偶数クラスを登録すること。 

 

【その他のクラス指定科目】 

○機械設計製作 

  機械システム工学科 

〔2023 年度生〕クラスは学籍番号により次のとおり指定する。 

①4002～4062 のうち、偶偶数の者  ③4063～4122 のうち、偶偶数の者 

②4002～4062 のうち、奇奇数の者  ④4063～4122 のうち、奇奇数の者 

   

 機械理工学科 

〔2023 年度生〕クラスは学籍番号により次のとおり指定する。 

    学籍番号が偶数の者 … クラス⑤を登録すること。 

    学籍番号が奇数の者 … クラス⑥を登録すること。 

 

 

○数学基礎２ 

機械システム工学科 

学籍番号が奇数の者 … クラス①を登録すること。 

学籍番号が偶数の者 … クラス②を登録すること。 

 

機械理工学科／エネルギー機械工学科 

クラス③を登録すること。 
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（各自印刷した成績通知書持参のこと。） 

偶数 偶数

奇数 奇数

○コンピュータ支援設計 

機械設計製作を２０２５年度に登録する者は、機械設計製作のクラスと同一学期

のクラスを選択すること。 

 

 

〇数値計算・同演習 

   機械システム工学科 

    クラス①を登録すること。 

 

  機械理工学科／エネルギー機械工学科 

    クラス②を登録すること。 

 

 

３．先行登録科目 

数値計算・同演習、コンピュータ支援設計は先行登録科目のため、登録要領の登録関 

係日程表や掲示、DUET の「事務室からのメッセージ」等を確認のうえ、登録するこ 

と。なお、クラス決定後の登録変更は認められないので、十分に注意して登録するこ 

と。  詳細は先行登録科目一覧及びＷＥＢ先行登録要領を参照すること。 

 

４．グレードⅡ、Ⅲの科目の履修要件について 

グレードⅡおよびⅢの科目を履修するためには、それぞれ標準的な履修年次に達して

いることに加え、履修要項に記載している要件を満たしている必要があるので、各グ

レードの必修科目およびＡ群Ⅰ類（必修選択科目）の科目は順当に登録履修しておく

こと。 

 

５． 機械工学実験・機械設計製図・機械設計製作（３年次生）、機械物理実験・機械製図

学（２年次生）、製図学（１年次生）のクラスは予予め指定されている。ただし、必修

科目との時間割重複等の理由によりクラスの変更を希望する者、または前年度までに

これらの科目が不合格あるいは未登録のため再履修を希望する者は、「希望クラス申

請カード」を３３月２8 日(金)までに理工学部事務室（事務室開室時間内）へ提出する

こと。（「希望クラス申請カード」は、事務室で配布する。）決定クラスは理工学部

機械系掲示板にて発表する。 

ななお、クラス変更の有無に関わらず、いずれの科目も必ず一般登録を行うこと。 

 

６．卒業論文指導の要件について 

ａ）履修要項に記載されている要件および卒業必要単位（最少）数表について、よく 

理解しておくこと。 

ｂ）卒業論文指導要件の単位数には、卒業必要単位数を超えて修得した単位は算入さ 

れない。従って、総修得単位数が 102 単位に達していても卒業論文の指導を受け 

られない場合があるので注意すること。 

ｃ）特に卒業必要単位（最少）数表に必要単位数が記載されていない科目区分につい 

ては算入される単位数について注意すること。 

ｄ）以上のことは、卒業要件の単位数についても同様である。 
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化 学 系 学 科 

２０２５ 年 度 登 録 に 関 す る 注 意 

●登録は、本年度の学習、さらには学生生活にとって大変重要である。思い違いや登録ミス

によって不利益を被ることがある。 

●登録にあたっては履修要項、開講科目一覧を熟読のこと。 

 

１．特に注意すべき科目について 

  １）クラス指定される科目について 

○「工学倫理」（機能分子・生命化学科） 

・２０２5 年度生：学生 ID が偶偶数の学生はクラス①を、奇奇数の学生はクラス② 

を登録すること。 

・２０２4 年度以前生：クラス①を登録すること。 

〇「解析学Ⅰ・Ⅱ」「線形代数学Ⅰ・Ⅱ」（化学システム創成工学科） 

・２０２3 年度以降生：クラス①を登録すること。 

・２０２2 年度以前生：クラス②を登録すること 

 

  ２）「プログラミング法Ⅱ」（化学システム創成工学科） 

「プログラミング法Ⅱ」（２年次）を登録するためには、「プログラミング法Ⅰ

および演習」を昨年度までに登録済みか、本年度に登録していなければならない。 

 

３）「化学実験Ⅰ・Ⅱ」「化学システム工学実験Ⅰ・Ⅱ」（３年次）を原則登録するこ

と。 

２０２3 年度生は、必ずⅠ・Ⅱを同時に履修すること。 

「化学実験Ⅰ・Ⅱ」「化学システム工学実験Ⅰ・Ⅱ」を再履修する２０２2 年度以

前生は、登録しなければならない科目(テーマ)を至心館１階中央通路掲示板や

DUET にて確認すること。 

 

２．卒業論文指導(４年進級)要件について 

  ａ）履修要項に記載されている卒業論文指導（４年進級）要件および卒業必要単位 

（最少）数表をよく理解しておくこと。 

〈卒業論文指導（４年進級）要件〉 

①卒業必要単位（最少）のうち 108 単位以上修得 

②必修科目修得の条件 

③実験科目登録の条件 

  ｂ）卒業論文指導要件の単位数には、卒業必要単位（最少）数を超えて修得した単位は

算入されない。したがって、総修得単位数が 108 単位に達していても卒業論文の

指導を受けられないことがある。 

  ｃ）特に卒業必要単位（最少）数表に必要単位数が記載されていない科目区分について

は算入される単位数について注意すること。 

  ｄ）以上のことは、卒業要件の単位数についても同様である。  
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偶数 奇数

 

 

 

 

 

https://se.doshisha.ac.jp/se/feature/international/event/extracyrricular_training.html
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https://se.doshisha.ac.jp/se/feature/international/event/extracurricular_training.html
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https://se.doshisha.ac.jp/feature/international/event/extracurricular_training.html
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